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   A case of solitary metastasis with renal cell carcinoma to the thyroid gland is presented. The 
patient was a 54-year-old man found to have an abnormal mass in the neck. He had a past history of 
radical nephrectomy orginating from the right renal cell carcinoma 5years earlier (pT2NOMO,  G2>3, 
alveolar type, clear cell subtype). Ultrasonography revealed a tumor mass in the right hemithyroid 
gland. Right hemithyroidectomy was performed on April, 19, 1995. Histopathologically, the 
removed thyroid tumor showed clear cell carcinoma. The possibility of a primary thyroid tumor was 
ruled out by immunohistochemical thyroglobulin staining, and the present case was thus diagnosed as 
of metastatic thyroid tumor of renal cell carcinoma. The present case is the 12th case of thyroid 
solitary metastasis of renal cell carcinoma reported in Japan to date. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 123-125,1996) 














器科 を紹介受診,精 査 ・治療 目的にて入院 とな った.
腹部超音 波検査 では,右 腎下極 に9×8cmの 不均 一
で低 エコー像 を呈す る充実性腫瘤 を認め,CTで この
腫瘍 は不 均一 にenhanceされた.左 腎,リ ンパ 節,
肝,等 に異常所見は認 めなか った.
選 択 的右 腎 動脈 造 影 で腫 瘍 はhypervascularであ
り,明 らか なtumorthrombusは認め なか った.右 腎
細胞癌(以 下.RCCと 略す),T2NOMOと診断 し,4
月25日,根治的右 腎摘 出術,お よび所属 リンパ節郭清
を施行 した.腫 瘍 は比較的境界明瞭な結節 を形成 し右
腎不極 に認 め られた。腫瘍 割面 は80×65mm,黄 褐
色で充実性 であった.病 理組織学的所見では,HE染
色像 で腫 瘍細胞 は淡 明な胞体 と小型 円形 の核 を有 し
alveolarpatternを主体 と し,papillaryやcysticpat-
ternの混在 も認 めた.リ ンパ 節転移 は認 めなか った
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(Fig.1).以上 の 所 見 に よ り,右RCC,intermediate
type,alveolartype,clearcellsubtype,G2>3,
INFβ,pT2NOMO,pVOと 診 断 し た.術 後 経 過 は 良
好 で,術 後16日 目 よ りinterferonα連 日5日 間 施 行,
退 院 後 は 週1回 を6カ 月 間 施 行 した.そ の 後,再 発 を
認 め ず 定 期 的 外 来 通 院 を 続 け て い た.











状 腺右葉 の腫瘤 を指摘 された.頸 部軟 部XP上,石
灰化 を認 めず,穿 刺 吸引針生検 を施行 したがnegative
であったため甲状腺腫 と診断 された.し か し薬物療法
にて も縮小認めないため,1995年4月19日甲状腺右葉
切除術 を施行 した.
摘 出標本 の腫瘍 は55×44mmの 軟 らか い充実性腫




であったため,RCCの 甲状腺転移 と診 断 され た.そ










甲状腺の転移性悪性腫瘍 は稀である とされ,全 悪性
腫瘍剖検 中,3・-5%1)といわれて いる.こ の ように
甲状腺への転移性悪性腫瘍が少ない理 由の1つ と して
は,甲 状腺 は血管が豊富で血流量 が多 く,血 流速度が
速 いので腫瘍細胞 が定着 し難 く,ま た 甲状腺 は高 酸
素,高 ヨー ドの状態 にあるので これが腫瘍細胞の発育
を妨げるためと考え られてい る2)
この転 移性 甲状 腺 悪性 腫 瘍 の原 発 巣 と して は,
Elliottら3)の集計報告 に よると253例の剖検 甲状腺転
移例の うち乳癌64例(25.3%),肺癌62例(24.5%),
メ ラ ノーマ25例(9.9%),RCC24例(9.5%),消化
器系癌20例(7.9%)であ り,そ の半 数以上が潜在癌
であった(Tablel).一方,臨 床的 にあ きらかな転移
性 甲状腺腫瘍 にお いては,RCCか らの転移が53例中
30例(56.6%)と高率であ り,臨 床的 に顕在化 しやす
い ことが示唆 され る(Table2).逆に,RCCの 剖検


































































































































と,1,451例中89%に転移が認 め られ,好 発部位 とし
ては肺76%,リ ンパ節66%,骨42%,肝41%であ り甲
状 腺 は5%に す ぎな かった.本 邦 の臨 床 報 告 で は
RCCの 甲状腺転 移は1978年に清水 ら5)が初めて報告
した2例 以後,17年間でわれわれが検索 しえたか ぎり
では18例であ り,そ の うち孤立性転移においては本症
例 を含め12例5～15)であ った(Table3).
RCCの 甲状腺 孤立転 移の予後 は他臓器へ の孤立性
転移例 に くらべ 良好である といわれている.こ れは他
臓 器へ の転移 はcavalsystcmを介 して お こ り,す で
に広範な全 身性播腫が生 じているのに対 し,甲 状腺へ
の孤立 転移で は傍 脊椎静脈 叢(Batson'splexus)を介
して転 移が起 こ り,転 移 が甲状腺のみにかぎられるこ
とが多 い ため と考 え られて いる16)従って,甲 状腺
孤立転移例 に対す る外科 的治療は十分に根治性 が期待
で き,積 極 的に行 うべ きであ ると考 え られる.
診断にお いて問題 となるの は,甲 状腺濾胞癌 の亜型
である甲状腺原発 の明細胞癌であるが,サ イログロブ
リン免 疫染 色が有用 であ る といわれ てお り12),われ
われ も本法 を用い陰性であ ることをもって鑑別診 断 と
した.ま た,穿 刺吸引細 胞診 は偽陰性 も少 な くない
が,転 移性腫瘍 の可能性が否定で きない場合の術前検
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